
 

 

 

月
山 

姥
ヶ
岳 

湯
殿
山(

山) 

山形市内からの北西方角遠望 

（月山東南エリア 西川町口 大ロマン古里） 

「高・清フレンドリー古道」域 案内マップ 

高 た
か

・
清 き

よ

は
昔
が
匂
う
謎
の
道 

 
 

遊
び
・
学
び
の 

 
 

 
 

 
 

 

ご
ち
ゃ
混
ぜ
時
空 

怪
し
げ
な
！
何
か
始
ま
る
一
夜
宿 

日
陰
の
向
日
葵 

清
川
道 
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☆ 

今
に
届
い
た
『
問
い
』
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル 

「
温
故
知
新
」
行 

ス
タ
デ
ィ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
再
築
も
の
が
た
り 

☆ 

 

わ
が
国
の
巡
礼
文
化
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
「
西
の
伊
勢
参
り
、
東
の
奥
参
り
」
と
称
さ
れ
て
き
た
。

後
者
の
「
奥
」
と
は
奥
羽
、
す
な
わ
ち
出
羽
三
山
（
羽
黒
山
・
月
山
・
湯
殿
山
）
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
霊

峰
は
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
多
く
の
参
詣
者
を
引
き
寄
せ
て
き
た
。 

と
り
わ
け
伊
勢
参
り
は
、
「
一
生
に
一
度
は
伊
勢
参
り
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

そ
れ
な
ら
ば
、
本
域
「
高
・
清
フ
レ
ン
ド
リ
ー
古
道
」
の
宗
教
的
価
値
、
な
ら
び
に
観
光
資
源
と
し
て
の

魅
力
に
鑑
み
、
こ
こ
に
一
つ
の
言
葉
を
掲
げ
た
い
。 

「
高
清
（
た
か
・
き
よ
）
に 

一
生
一
度 
神
参
り
」 

 

本
域
を
端
的
に
表
現
す
れ
ば
、 

神
秘
的
で
不
思
議
な
（
謎
の
）
史
跡
（
石
造
文
化
財
）
の
集
散
地 

天
神
地
祇
・
十
方
三
世
諸
仏
が
響
き
合
う
共
演
の
舞
台 

 

哀
愁
・
旅
情
・
郷
愁―

―
 

ロ
マ
ン
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
直
観
す
る
霊
地
で
あ
る
。 

 

姿
・
生
き
様 

異
な
れ
ど 

祈
り
は
一
つ 

 

“
ど
う
か
、
こ
こ
に
参
ら
っ
し
ぇ
。
” 
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月山 

高 

清 

水 

通 

り 

清 

川 

道 

西川町岩根沢 
岩根沢三山神社 

西川町本道寺 
口之宮湯殿山神社 

烏
川
不
動
滝 

烏 川 

唯一の渡渉点 

水沢川支流横断 
手前に数台可 

(

台
所
屋
敷) 

(1.7) 

(4.7) 

(赤い屋根) 

10数台可 (3.1) 

(6.8) 

(6.9) 

(3.8) 

(1.0) 

(1.0) 

(1.1) 

(1.7) 

(2.5) 

(2.8) 

(1.1) 

烏
川
三
階
滝 

烏川観音滝 

※（ ）内は概算区間距離km 

（
よ
こ
み
ち
） 

本域かいわいの 

遊びの拠点は 

清川行人小屋 
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T1 

T2 

T4 

T5 

T3 

T6 

K1 

K2 

K3 

K4 

K5 

K6 

「高・清フレンドリー古道」域内史跡位置 
〔ランドマーク／ミステリアス・スポット〕設定箇所 

 月山 

高 

清 

水 

通 

り 

清 

川 

道 

西川町本道寺 

口之宮湯殿山神社 

旧本道寺 

「月山ユートピアランド」 

Ｋ３；清川行人小屋の特徴 

・屋内に冷たい水を引込んでいる 
・薄いが、布団と毛布を用意している 
・薪ストーブ(薪込み)を設置している 

・トイレは大小用が一つずつある。 

・
Ｔ
１
～
Ｔ
５
間
に
丁
石
点
在
（
７
頁
に
記
載
） 

・
Ｔ
１
～
Ｔ
６
は
６
頁
の
完
成
品
マ
ッ
プ
に
記
載 

西川町岩根沢 

岩根沢三山神社 

旧日月寺 
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 「清川道」沿いの史跡とランドマーク（Ｋ１～Ｋ３） 

Ｋ１；把松稲荷神社 Ｋ２；不動明王（カンマン）碑と墓石 

 

  

 

(此の地にて死す) 

Ｋ３；清川行人小屋前石碑群 

西 

面 

(

女
性
戒
名
墓
石
複
数
有
り) 

  

(

女
性
戒
名
墓
石
複
数
有
り) 

南 

面 

昔
の
清
川
行
人
小
屋 

「
月
山
登
山
案
内
」
よ
り
引
用 

 

下の二つは、何か寄進奉納事業由来の 

神事斎行の証か？ 

 

〔
台
座
〕
三
方
に
四
十

九
名
の
寄
進
者
名
刻
字 

 

水
瓶 

  

浅
沓
二
つ 

   

神 

心 

講 
   

同小屋前の『弘法大師』像／これは姥・奪衣婆ではない
N o n

 

  

 

〔
銅
板
〕 

奉 

納 

昭
和
十
年
三
月
吉
日 

西
村
山
郡
岩
根
澤 

社
守 

古
澤
栄
二マ

マ

郎 

・ ・ ・ 
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「清川道」沿いの史跡とランドマーク（Ｋ４～Ｋ６） 

Ｋ４；清川 御所王子社（五所皇子稲荷神社） 

 

  

寸詰まりの鳥居 同社から見た朝焼けの月山(手盡坂) 

  

額づいて拝むと、霊所の地理的位置と整合 同社から見た湯殿山と月山の方角 

 

于
時 

嘉
永
五
年(

1852) 

壬
子
歳
八
月
□
□ 

 

 

湯
殿
山 

清
川
御
所
王
子
社 

正
一
位 

稲
荷
大
明
神
籠
堂 

 
 
 
 

建
立 

発
願
主 

荒
木
源
兵
衛
拝
碑 

Ｋ５；来
く

名
な

戸
ど

神 

 

(発見時) 

左面 [清川小屋前の石塔に同社建立の趣意刻字] 右面 

Ｋ６；「月山 湯殿山」追分碑 地蔵菩薩像と女性戒名墓石 

 

ふ
く
し
ま 

 
 

 

小
嵩
町 

 
 

 
 

 
 

弥
作 

右 

月
山 

羽
黒
山 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

道 

左 

湯
殿
山 

牛
首 

山
先
達 

 
 

 
 

福
宣 

 
 

 
 

 
 

 

長
慶
坊 

 

100cm 

55cm 

湯
殿
山 

月 

山 

同
社 

西北 
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〔Ｔ－FMO 製作済の「高清水通り」案内マップ〕－完成品 
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「高清水通り〔T1～T5間〕」に現存（点在）する丁石30体／（96体中） 

66体は不明！（埋まっている可能性大） 

2026（令和８）年７月末現在／（前頁マップには全数未掲載） 
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烏川不動滝（不動尊） 
山遊び、撮影、山菜・キノコ採り、渓流釣り、沢登りの楽しみの拠点は 

「清川行人小屋」（利用協力費 1 千円/人） 

皆川義川の版画絵「烏川 不動」 

不
動
滝
を
上
部
か
ら
望
む 

2
0

2
3

(R
5

)/1
1

/0
9

（
大
沼
撮
影
） 

 

・
昭
和

30

年
６
月
４
日
、
高
松
宮
殿
下
が
岩
根
沢
か
ら
登
ら
れ
、
夏
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
た
が
、
そ
の 

前
年
昭
和

29

年
に
同
小
屋
は
、
今
の
状
態
へ
大
規
模
改
修
（
建
替
え
）
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。 

・
西
川
町
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
た
清
川
仙
人
会
が
管
理
し
て
い
る
。 

・
２
階
建
無
人
小
屋
は
年
間
開
放
で
あ
る
が
、
冬
期
間
の
凍
結
防
止
の
た
め
、
晩
秋
に
は
屋
内
へ
の
通
水
を 

止
め
、
外
へ
放
水
し
て
い
る
。  

薪ストーブ 

 

登山者・宿泊者をお守りするお札 布
施
昭
太
郎
氏
よ
り
提
供 

2
0

0
8

(H
2

0
)/0

9
/0

7

（
佐
藤
辰
彦
氏
撮
影
）

 

こ
の
滝
の
上
が
不
動
滝 

2
0

2
3

(R
5

)/1
1

/0
1

（
大
沼
撮
影
） 

 
 

小屋引込み水源地修繕工事 2025(R7)/08/03 

情
報
ラ
ミ
ネ
ー
ト 
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「高・清フレンドリー古道」域内の墓石と石像のみ 

－ 記載墓石の大半は明治の神仏分離以前に、それも他県の人達が安置したもので、その中には女性戒名墓石も多数ある － 

 
 

 

 

  

Ｔ5;元高清水 

墓石２体(女性戒名１体) 

標高約1280m 

胎内岩 

墓石多数(女性戒名墓石多数) 

標高約1880m 

K3;清川行人小屋前石碑群 

墓石10体(女性戒名7体)  

標高約1365m 

弘
法
大
師
像 

墓
石
２
体 

尼
墓
石(

女
性
戒
名
１
体) 

標
高
約1

9
4

7
m

 

地蔵菩薩像 

 

K4;御所王子社 

墓石１体 

標高約1380m 

K2;不動明王碑 

墓石１体 

標高約1163m 

（郷土誌によると清川道沿いには、 

他にも複数の墓石存置箇所があると 

されるものの不明につき未調査） 

（半体） 
地蔵菩薩像 

高清水通り 
清
川
道 

Ｔ2;「姥像等石碑群」 

墓石２体 

(女性戒名２体) 

標高約955m 

「
高
・
清
フ
レ
ン
ド
リ
ー
古
道
」
域
に
現
存
す
る
墓
石
の
存
置
場
所
は
、 

参
詣
道
に
沿
い
、
高
低
差
を
伴
い
な
が
ら
、
連
担
的
に
散
在
し
て
い
る
。 

そ
の
分
布
状
況
は
左
右
両
図
の
と
お
り
で
あ
る
。 

女
性
戒
名
墓
石
、
六
箇
所
に
立
つ
。
（
大
半
は
江
戸
期
の
も
の
） 

そ
れ
は
、
女
人
禁
制
論
へ
の
静
か
な
反
証
で
あ
る
。 

基点 基点 

拡大 

「
姥
」
像
、
「
祖
母
神
」
像 

Ｋ5;来名戸神 

墓石３体(女性戒名３体) 

標高約1636m 
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月山 

高 

清 

水 

通 

り 

清 

川 

道 

西川町本道寺 

口之宮湯殿山神社 

西
川
町
岩
根
沢 

岩
根
沢
三
山
神
社 

道の駅 
にしかわ 

Ｐ 

Ｐ 



 

11 

2025（令和７）年の登山道整備の事例 

自然の猛威は容赦なく、「高・清」登山道を痛め付ける！／例年、この闘い！ 

    

    

 
 

  

   
 

  

登山道整備に備え、用具を要所に置いた例 
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「高・清フレンドリー古道」楽しみ方のありし日 

2
0

2
5

(R
7

)/0
8

/0
2

～0
3

 

菅
野
大
志
西
川
町
長
登
山
視
察
同
行 

   

2
0

2
5

(R
7

)/0
8

/2
3

 

窪
田
望
氏
ド
ロ
ー
ン
撮
影
ク
ル
ー 

 

  

ここが「大雪城」帯域 天空石橋で月山自然水と月山ビールを『グイッ』 

2
0

2
5

(R
7

)/0
9

/1
5

～1
6

 

第
１
回
目M

A
R

塾 

  

後
方
が
清
川
行
人
小
屋 

 

天
空
石
橋 

残雪が越年 

する場合もある 

こちらはより 

早く融ける 
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〘 高・清フレンドリー古道域調査活動の情報公開・公表 〙 

本件関連情報の公開を具体化するため、〔Ｔ・Ｋ－Friends ＆ Ｔ－FMO〕事務局担当の大沼香（著者）が、その自発的

責務から個人ホームページ（URL：https://www.dreamyok.com/）内に専用サイトを開設し、関連資料および調査報告

書のすべてを公開しています。上記URLまたはQRコードからアクセスできます。 
 

本案内マップ、上記の著者ホームページ、その他の調査報告書・レポートに掲載されている文章、画像、図柄、イラスト、写真、動画等のうち、特記のあ

るものを除き、著作権は著者に帰属します。 

とりわけ、それらの画像、図柄、イラスト、写真、動画等について、販売を目的とした書籍（定価本／奥書等に価格が明記された販売書籍
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

）へ転用・引用・

転載・複製することは、出典を明記した場合でも厳禁
、、、、、、、、、、、、、

とします。 

販売を目的とする書籍への利用を除き、次の三条件をすべて満たす場合に限り、個人利用、研究・学習、知人・友人との共有、SNS等における引用・共

有・再利用・拡散を認め、積極的な共有・拡散を歓迎します。 

①非営利目的であること 

②悪意ある利用でないこと 

③本案内マップまたは著者ホームページを出典として明記すること 

また、これらの目的に沿った保存についても認めるものとします。なお、第三者の著作権・肖像権等を侵害する意図はありません。問題がございましたら、

お問い合わせフォームまたは著者へご連絡ください。 

 

前段の「厳禁」は、著者の著作を囲い込み、独占する意図によるものではありません。問題としているのは、著者やＴ－FMOの一部関係者による論評を

転記・転写・転載したうえで、現地に足を運ばず机上の解釈や展開を重ね、批判の材料とし、営利や金銭的利益に結び付ける行為です。そのようなあり方に

は、強い違和感と憤りを覚えます。 

私たちの調査報告や考察に疑義を抱かれる場合、本域の史跡について人前で語る際には、机上の理論や観念、既成概念や既存書籍、他者が撮影した写真な

どにのみ依拠せず、ぜひご自身の足で現地に立ち、肉眼で確かめ、周囲の環境と合わせて考察していただきたいと願っています。 

私たち自身がこの方法を取り、調査と検証を積み重ねてきた（そして今も続けている）からです。 

「文責」／大 沼 香 
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本域およびそこに所在する史跡について、あらためて強調し、明記しておくべき点がある。 

 

問題の核心は、本域が尋常ならざる自然環境下にあるという一点に尽きる。 

前掲の史跡、すなわち文化財的価値を有する石造物は、人々の生活圏である平場や麓に所在するもの

ではない。人里から遠く隔絶された、標高が高く、奥深く、なおかつ雪深い山中に残されている。そこ

は、極めて過酷な自然環境そのものであり、容易に人が近づける場所ではない。現地に赴くには、相応

の覚悟と装備を要する。 

しかも、その大半は、江戸時代に山形県外の人々によって寄進奉納されたものである。古来、参詣者

の篤い信仰心の発露として、この険しい山中まで運搬され、建立されたのである。 

さらに、これらの史跡は一地点に集中しているのではない。本域全体を貫く参詣古道沿いに連なりな

がら、適度な間隔を置いて散在している。 

かかる史跡群は、既存の書籍等に体系的に記録されてきたものではない。これらは、Ｔ－FMOが2022

（令和４）年以降、Ｔ・Ｋ－Friendsが2023（令和５）年以降、現地踏査、藪払い、泥や苔の除去、刻銘

の確認等を重ね、まさに「発見」と呼ぶに足る行動によって、一つひとつ掘り起こしてきたものである。 

それらは、単なる山中の石造物ではない。過酷な自然環境の中に建立され、長い歳月を越えて残され

てきた、往時の参詣者による信仰実践を今に伝える極めて貴重な存在である。 

大半の石造物が所在する本域は、確かに西川町管内に属する。 

だからこそ、本域は、万全の準備を整えてでも赴き、その価値を自ら確かめ、後世へ継承すべき場所

なのである。 

 

Ｔ・Ｋ－Friendsの構成イメージは右図のとおりで、“清川仙人会・高清水通り調査隊・関係有志（支

援者）”という、それぞれ独立した自律性を持つ主体どうしを緩やかにつなぎ、相互の活動を支える

「自律性共助ネットワーク」である。 

本団体は任意有志団体であり、次の点を基本 

姿勢としている。 

 

✓指示命令概念（強制）相当の義務的業務を 

課すことはない。 

✓関係者・関係団体に対する統括統制の権能 

（権利・権限）を持たない。 

✓関係者・関係団体の相互連携体制を陰で 

支える黒子的役割を担う。 

 

清川仙人会 

関係有志 

（支援者） 

高清水通り調査隊 

（T―FMO） 



 

 

****************************************************************************************************************************************** 

令和８年度 西川町まちづくり団体活動補助金事業 

企画・監修 

Ｔ・Ｋ－Friends ＆ Ｔ－FMO 
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事務局〔執筆・編集〕 

大 沼 香／T-FMO 
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14名 一般会員の所属等は省略 


	■高・清マップ（20260801最終決定）



